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そのラベルは本当に有効？
―食品ラベルの消費者理解に関する研究動向―
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１．製品属性を可視化するラベル
　私たちの周囲には多くの食品であふれています。
近年では、倫理・環境等の持続可能性に対する関心
の高さから、有機栽培、アニマルウェルフェア、
GI等様々な製品属性を保証するために食品ラベル

（以下、ラベル）が付与されています。こうしたラ
ベルは、産地や生産方法のように目に見えない、あ
るいは食べてもその確からしさを判断することが難
しい製品の特徴を保証して可視化するものであり、
消費者の選択を補助する役割を持っています（Caswell 
and Mojduszka, 1996）。氏家（2013）や氏家（2016）
は様々な製品属性を保証するラベルに関する研究の
多くは、ラベルが生産者と消費者との間の情報
ギャップを埋め、製品の評価向上をもたらすことを
指摘しています。一方で、ラベルが保証する製品属
性は多岐にわたっており、今後もますます増加して
いくことが考えられます。
　しかし、人間は一度に多くの情報を処理すること
が難しく、ラベルによる情報で消費者が困惑してし
まう可能性等も指摘されています（Lusk and Marette, 
2012）。これは、情報過負荷（Information Overload）
と呼ばれる問題で、他にも、情報過負荷があること
で消費者の栄養ラベルを正確に認識する能力が減少
してしまうという指摘もされています（Bialkova et 
al., 2013）。このように、これまでラベルのポジティ
ブな影響が多く取り上げられてきた一方で、近年で
はその功罪について議論され始めています（Messer 
et al., 2017）。そこで本稿では、近年のラベルに関
する研究を整理することでラベルの効果や影響を検
討し、ラベル政策を戦略的に立案・運用していくた
めの基礎資料とすることを目的とします。

２．意図しないラベルの影響
　ラベルによって食品のある特定の製品属性の評価
が向上することが報告されていますが、逆にラベル
が存在することで、ラベルが付与されていない食品
に影響を及ぼすことも報告されています。Kanter 
et al.（2009）は、ホルモンフリーで生産された牛
乳を示すラベルによって、ラベルのない通常の生産
方法の牛乳の評価が下がってしまうことを明らかに
しました。また同様に、Liaukonyte et al.（2015）

は、放射線照射技術や人工着色料、成長ホルモン等
が使われた原材料が「含まれる」というラベルが付
与されることで、消費者はその客観的なリスクにか
かわらず評価を下げる傾向を示しました。他方で、
Kim et al.（2018）のように、周囲からの社会的圧
力（Social Pressure）が、有機農産物のような社会
的に望ましいとされる製品の評価に与える影響を指
摘しています。ここでは、友人知人や周囲の見知ら
ぬ人から良く見られたいがために有機農産物を選択
する行動が指摘されました。さらに、Lee et al.

（2013）は、ラベルによるハロー効果（hallo effect）
の存在を示しました。ハロー効果とは、後光効果と
も呼ばれており、ある顕著な特徴の評価に引きずら
れて、他の特徴の評価が歪んでしまう認知バイアス
のことです。Lee et al.（2013）では、有機栽培ラ
ベルが付与されていることで、実際に含まれている
カロリーより低いと消費者が認識してしまうことを
指摘しました。すなわち、有機栽培のポジティブな
イメージと他の製品属性とが結び付けられて、実際
よりも健康な食品であると誤った評価がされてし
まったのです。
　これらはラベルの付与によって生じた意図しない
影響の例であり、新技術に関する属性等保証する属
性の性質によっては、ラベル政策の設計や運用をす
る中で注意深く検討する必要があります。

３．消費者の誤認識・知識不足とラベルの
評価

　さらに、ラベルの冗長性（redundancy）の影響
も指摘されています。冗長なラベルとは、別のラベ
ルで既に保証されている属性について付与されたラ
ベルや、商品の特性上明らかである属性を強調する
ために付与されたラベルを指します。例えば、前者
は地元産ラベルに国産ラベルも追加して付与する場
合、後者では、植物性油脂にコレステロール０とい
うラベルを付与する場合がそれぞれ挙げられます。
　複数の研究で、冗長ラベルに対するポジティブな
消費者評価が見られており、短期的に見れば有用に
思えます。しかし、ラベルを付与するために不必要
なコストがかかっていたり、消費者が正しい理解を
持っていなかったり、本質的にはほぼ同じ一つの属
性を保証するためにラベルが幾つも付与されたりと
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長期的に見ると必ずしも良い状態だと言えるわけで
はありません。例えばWilson and Lusk（2020）は、
農業従事経験等の食品生産に関する専門知識や科学
リテラシーなどの知識が多くなれば、冗長ラベルへ
の評価は低下することを指摘しています。これは、
正しい知識を持つことや冗長ラベルに対してなされ
ている過大評価を認識することの重要性を示してい
ます。
　もう一つは、消費者の誤認識や知識不足によっ
て、ラベルが不必要に評価を向上させることも指摘
されています。Syrengelas et al.（2018）は米国に
おいて、生産方法の「自然さ（Natural）」ラベルの
定義に関する知識が、評価に与える影響を検討しま
した。「自然さ」の定義（加工が最小で、人工原料
や着色料を含んでいないこと）を知らない人は、ラ
ベルにポジティブな評価をしていましたが、定義を
知っている人はラベルによる評価の変化はありませ
んでした。定義を知らない人は「自然さ」を抗生剤
や成長ホルモンを使っていないことと考えており、
ラベルの評価が内容の理解や正しい知識に基づいて
いないことが示唆されました。このように、冗長ラ
ベルやポジティブな評価を過度に下されるラベルに
よって生じる登録の手間など社会的に不要なコスト
を避けるためには、対象となった製品属性に対する
正しい理解を持ってもらう必要があります。

４．「有効なラベル」に向けて
　以上のように、ラベルとは単に食品に付与して完
結する、あるいはその効果が期待されるものではな
く、意図しない効果や、そもそもの消費者の知識不
足によっては、その効果を十分に発揮できない場合
があります。今後はSDGs等の持続可能性への意識
の高まりや食品生産に関する新技術の増加が予想さ
れます。そのため、消費者に提示すべき食品の製品
属性が多様化、複雑化する可能性が大いにあり、消
費者の選択を補助するというラベルが持つ意義や役
割はますます大きくなります。本稿で整理したよう
に、短期的には冗長なラベルによって消費者の評価
が上昇している研究が多いですが、不要なコストが
かかったり消費者の正しい理解が促進されなかった
りと、長期的に見て持続可能なシステムであるかは
疑問符が付くでしょう。したがって、ラベルにはこ
うした課題が生じ得ることも考慮に入れつつ、それ
らを回避するための設計の工夫や消費者教育を進め
る必要があります。また、そうした政策立案に寄与
できるエビデンスを提供するために、これらの課題
に対処するための調査・研究が今後の研究に求めら
れるでしょう。さらに、そうした調査・研究を進め
るにあたり、ラベルで保証された属性の評価のみに

焦点を当てるのではなく、人間の認知に関する性質
等も考慮したものが必要とされるでしょう。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。
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